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1　沿　　　　革

本市では、明治22年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治43年から水源地調査などが開始され

た.その結果、水源地として八景水谷・水前寺などが、また、配水池として熊本城・立田山などがそれぞれ候補

地として挙げられたが、水利関係などにからむ貯余曲折を-て、大正11年3月に、八景水谷を水源地に、立田山

を配水池とする計画の事業認可を受けた。

本事業は、大正12年4月に関係住民との了解も成り、大正13年11月(総事業費的212万円)に竣工し通水をみ

m

その後、市周辺町村の合併が進むとともに、水道も拡充されたが、第2次大戦による施設の荒廃と戦後の市人

口の増加は必然的に配水能力の不足を招き、戦後の一時期は、時間給水などにより運営せざるをえない状態と

mesa!

これに対処するため、水源地の確保を主とした第1次拡張事業に着手した。まず、第1期工事として、旧三菱

重工業の施設を買収し健軍(現健軍水源地)に水源を求め、総事業費1,700万円により昭和25年8月に竣工し、 1

日の配水能力も36,000mと増強された。

第2期工事として、昭和25年8月に、目標年次昭和40年における給水人口20万人、 1日最大給水量60,000nfと

して着工し、 -本木及び亀井の2水源地の新設、立田山配水池の増設などを、総事業費約3億320万円により昭和

31年11月に完工している。

引き続いて昭和33年1月に、昭和46年における給水人口35万人、 1日最大給水量103,000nfとした第2次拡張

事業(5カ年計画)を着工し、川尻・城山の両水源地の新設、徳王配水池の新設、健軍・八景水谷両水源地の井

戸増設及び立田山配水池の増設などを実施(総事業費7億9,800万円)し、昭和40年3月に完成、これにより川尻

・城山・高橋地区が新たに給水区域となった。

昭和40年代に入ると、都市活動の急速な進展とともに市周辺部-の市街地の拡がりはめざましく、水の需要増

は次の計画の発足を急がせ、昭和41年4月第3次拡張事業に着手した。当初計画は、昭和55年における給水人口

425,700人に対して1日最大給水量165,000nfを給水するための事業を、 10カ年間事業として実施するとして発足

した.しかし、予想以上の急激な水需要の伸びにより、昭和44年10月には目標年次における1日最大給水量を21

l,140niとする第1回の計画変更を余儀なくされた。

また昭和47年1月、西部地区の原水の除鉄、除マソガン浄水施設を設置するため、第2回目の計画変更を行っ

m

さらに昭和48年1月には、託麻村の合併と市街地の拡大等に対処するため、給水区域の変更に併せて給水人口

461,000人、 1日最大給水量283,000m3とし、事業年次を昭和53年度(目標年次昭和55年)まで延長した第3回計

画変更を実施した。しかしながら、昭和54年度からの発足を予定した新拡張計画の取水地点が変更となったこと

などから、急きょ、昭和54年1月に、目標年次を昭和56年とした第4回計画変更を行い、昭和55年度で完了した・

第3次拡張事業の目標年次が昭和56年であることに加えて、都市構造の変化と市民の生活水準の向上等による

将来の水需要は更に増大するものと考えられ、併せて御幸・田迎・画図などの未給水区域の解消などを包含した

第4次拡張事業の策定を急ぎ、昭和55年2月に、目標年次平成2年、給水人口615,800人、 1日最大給水量

370,000nfとする事業の認可を待て昭和55年度から着手し昭和62年度の完成を目指して事業を進めてきた。
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しかし、昭和59年頃から社会経済情勢の変化等により給水量の伸びが鈍化憤向となり、昭和61年3月、水需要

に即応した計画の見直しを行い、その結果、当初の完成年度を昭和62年度から平成2年度まで進度調整するとと

もに、当面平成2年の給水人口を615,800人から557,700人へ、 1日最大給水量を370,000nfから340,000niにそれ

ぞれ変更したが、依然として給水量が微増の状態であり、昭和63年9月から上水道使用実態調査を開始し、水需

要の予測調査の結果・分析を籍まえて、平成2年3月に第2回目の見直しを行った。今回の見直しは、安定供給

の図れる配水管網の再編と取水能力の修正などで、完成年度を平成7年度までとし、平成7年度や給水人口を59

1,000人に1日最大給水量を298,000rfに変更した.

平成3年2月には、飽託4町との合併に伴い、 4上水道事業と1簡易水道事業を引継いでいる.本市の水道水

は、厚生省が昭和59年4月に発表した全国の「おいしい水の要件」の分析結果で特においしい水道(深井戸)の

部にランクされ、特級水としての折り紙が付けられている.さらに昭和59年8月、厚生省の「おいしい水研究

会」の利き水結果においても、全国で3本の指にはいり、昭和60年4月の報告において、水道水のおいしい都市

に選ばれている.また、昭和60年5月転は、本市水道の発祥の地である八景水谷水源地が、厚生省の「近代水道

100選」に選定されている.

このように美味しく、貴重な地下水を長期的かつ有効に利用するという目的から、昭和63年5月に管理セン

ターが全市域的に琢働し、この結果「情報処理・遠隔監視制御システム」による全水道施設の一元的管理が可能

となり、水の効率的運用が図られることとなった。

平成2年10月には、水の科学館が落成し、市内外からの視察や見学で賑わっている。

第4次拡張事業計画

目標年次

基本計画

平成7年

計画給水人口　　　　599,000人　1日最大給水量　　298,000ni/日(公称施設能力

320,000nf/日)

1人1日最大給水量　　497H/人目　1人1日平均給水量　　402&/入日

総事業費　　　　33,906, 158千円(内起債32, 183,000千円)

事業内容

取水施設　　　井戸新設　11本(内予備井1本)取水能力48,000ri/日

導水施設　　　導水管　　　口径800-150mm　延長-7,077m

浄水施設　　　滅菌装置　　8式

送水施設　　　送水ポソプ　5台

送水管　口径700皿m　延長-5,478m

配水施設　　　配水池　5池　容量58,750rf

配水ポンプ　8台

配水管　口径l,350-75mm　延長-269,075m
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

区 分

年 度

′行 政 区 域 内 給 水 区 域 ..内 現 在 給 水 普 及 率

(B / A )人 口(勾 戸 数 人 口 戸 数 . 人 口(B) 件 数

6 1

人 戸▼ 人 戸 人 件 %

5 5 9 ,7 3 9 1 9 5 ,0 5 5 5 5 9 ,4 5 1 19 4 ,9 8 5 5 2 0 ,9 13 18 9 .5 6 7 93 . 1

6 2 5 6 4 , 1 6 9 1 9 6 ,9 2 0 5 6 3 ′8 7 0 1 9 6 ,8 4 5 53 0 ,7 4 9 19 3 ,68 4 9 4 . 1

6 3 5 6 8 ,8 2 4 19 9 ,5 3 7 56 8 ,5 18 1 9 9 ,4 68 5 3 9 ,8 99 1 9 9 ,4 6 7 9 4 .9

.元 57 3 ,4 2 1 2 0 3 , 14 1 57 3 ,1 2 2 2 0 3 ′0 7 2 5 4 8 ,6 08 2 0 6 ,0 5 9 9 5 .7

2 6 2 4 ,5 9 8 2 2 2 ,8 13 6 2 4 ,3 0 3 2 2 2 ,7 4 5 5 9 8 ′0 5 3 2 2 3 ,5 0 1 9 5 .8

(2)配　水　量

区分
総 配 水 量 .

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日平均 1人1 日最 1人 1 日平 最大月 の 1 日

年度 配 水 量 配 水 量 配 水 量 大配水量 . 均配水 量 平 均 配.水 量

6 1

ni nt rA rrf l 盟 d

80 ,146 ,199 7′30 258 ,719 ユ′1 163′291 2 19 ,579 498 422 239 ,541

62 80 ,52 1,229 7′14 257 ,155 1/ 1 162 ′295 220,003 485 415 235 ,117

63 8 1,946 ,907 7′13 269 ′92 1 1′1 168 ′302 224,512 50 0 416 250 ′350

3E 82 ,808 ,188 7′18 266 ,175 1′1 168 ,6 86 226 ,872 48 8 4 14 246 ,49 1

2 87 .194 .924 27 9 ,907 178 ,853 238 ,890 468 399 267 ,429

(注)平成2年度の一日最大・一日最小配水量は、各地区上水道の最大日・最小日配水量を加算

(3)有収水量と無効水量

.区 分
総 有 収 水 量

1 日平 均 ノ有 収
無 収 水 量

無 収 総 有 効 水 量
1 日平 均 有効

無 効 水 量
無 効

年 度 有 収 水 量/ 率 率 有 効 水 量 m 率

6 1

rrf d 浴 rri % n f TTf % n f %

」5 ,0 9 0 ,6 2 6 17 8 ,3 3 0 8 1 .3 1 3 4 ,4 3 5 0 . 1 7 6 5 ′2 25 ,0 6 1 17 8 , 69 9 8 1 .4 1 4 ′8 70 , 7 6 6 1 8 .6

62 6 6 , 12 5 ,7 9 6 18 0 ,6 7 2 8 2 .2 1 9 0 ,7 9 1 0 . 2 4 6 6 ,3 1 6 , 58 7 18 1 , 19 3 8 2 .4 1 4 ,1 3 5 , 4 8 4 17 .6

6 3 6 8 ,2 8 8 ,9 8 6 18 7 , 0 93 8 3 .5 19 2 , 9 7 6 0 .2 4 6 8 ,4 8 1 ′9 6 2 1 8 7 ,62 2 8 3 .7 1 3 ,3 4 3 ,8 4 1 16 .3

元 6 9 ,3 1 1 , 5 1 4 18 9 ,8 9 5 8 3 .8 2 28 ′2 7 1 0 .2 8 6 9 ,5 3 9 ,7 8 5 1 9 0 ,5 2 0 8 4 .1 1 3 ,1 6 7 ,9 5 4 15 .9

2 7 4 ′68 4 ′08 5 2 0 4 ′6 1 4 8 5 . 6 3 13 ,5 5 1 0 .3 6 7 4 ,9 9 7 ,6 3 6 2 0 5 ,4 7 3 8 6 .0 12 ,2 4 3 ,2 7 4 1 4 .0

(4)水道管延長

区 分

年 度
導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

6 1 2 4 ,7 6 9 2 5 ,3 27 1 ,6 4 6 ′5 28

6 2 2 5 ,2 2 5 2 6 ,6 98 1 ,7 0 7 ,4 9 2

6 3 2 4 ,3 9 0 28 ,7 1 5 1 ,7 7 4 ′1 7 5

元 2 4 ,9 4 3 2 9 ,2 5 3 1 ,8 0 4 ,0 9 9

2 3 9 ,7 3 5 4 6 ,4 3 4 2 . 17 3 .0 3 5
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(5)口径・用途別給水量及び収入状況
(平成2年度)

区 分

口径 . 用 途 B ー
給 水 且 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

m m n f % 円 %

13 4 0 ,9 4 6 ,6 9 1 5 7 . 1 4 ,7 1 9 ,9 5 3 ,5 0 7 5 1 .0

2 0 10 ,4 3 8 ′5 9 7 14 .5 1 ,1 9 2 ,5 5 7 ,7 4 9 1 2 .9

2 5 6 ,0 0 9 ,5 1 9 8 .4 8 2 5 ′8 6 0 ,3 9 5 8 .9

.4 0 4 ,8 5 7 ,0 6 9 6 .8 8 9 3 ,6 5 4 ,1 5 3 9 .7

50 3 ,3 1 7 ′27 4 4 .6 6 4 9 ,2 9 0 ,5 5 2 7 .0

7 5 3 ,7 0 4 ′4 4 8 5 .2 7 7 2 ′6 2 1 ′4 6 5 8 Q

1 0 0 1 ,7 4 1 ,2 1 6 2 .4 3 7 ,7 9 6 , 17 0 0 .4

1 5 0 3 0 1 ,1 3 7 0 .4 6 2 ,7 2 5 , 12 3 0 .7

浴 場 営 業 用 9 2 ,7 3 0 0 .1 3 ,8 5 6 ′6 7 0 0 .0

共 用 3 7 ,9 3 6 0 . 1 2 , 17 0 ,2 50 0 .0

時 用 2 7 8 ,8 4 4 0 .4 1 02 , 94 1 ,0 32 1 .1

計 7 1 ,7 2 5 ,4 6 1 1 0 0 9 ,2 6 3 , 4 27 ,0 6 6 10 0

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

区 分

年 度
調 査 管 路 延 長

漏 水 防 止

( 修 繕 ) 件 数
推 定 防 止 量 調 査 修 理 費

6 1

k m 件 n f/ 日 千 円

6 46 9 1 9 3 ,0 3 1 4 6 ,2 2 3

6 2 8 1 5 1 ,4 0 0 6 ,7 7 5 ノ 5 0 ,3 0 8

6 3 1 ,0 5 8 1 ,7 4 5 7 ,7 4 0 7 9 ,1 2 7

元 1 ,0 7 4 1 ,5 9 7 1 0 ′3 3 3 10 4 ,9 0 0

2 1 ,0 6 4 1 ,9 9 5 12 ,5 2 4 15 0 ,2 3 3

イ　配水管整備事業

区 分
年 度

口 径 工 事 件 数 布 設 替 延 長 工 事 費

61
cnn nun 件 m 千 円

300 75 59 15 ,193 526 ,608

62 300 75 41 13 ,292 548 ,503

63 25 0 75 72 24 ,662 846 ,058

元 30 0 75 82 24 ,889 924 ,437

2 30 0 75 121 27 ′056 1 ,064 ,292
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
平成元年3月28日改定

平成元年8月1日支払料金から適用

区分

口径

.用途別

基 本 料 金

( 1 月 につ き)

従 量 . 料 金 ( 1 Ⅱ壬につき)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

13 m 8 rr!以下 580 円 9 rd 以上

2 0irf 以下

100 円

21Id 以上

30 nf以下

120 円

31汀至以上

40n f以下

130円

41n i以上

15 0円

20 8 Id 以下 73 0

25 8 nt以下 1 ,03 0

40 2 ,8 00

1 Id 以上

50Id 以下

150 円

51irf 以上

lOO ni以下

16 0円

lOl rd 以上

500 ri 以下

180 円

501 ni以 上

210 円

50 6 ,200

75 11 ′000

100 19 ,000

150 40 ,000

浴 場 営 業 用 150rd 以下4 ,000 円 15 1nf以上 1 1戒につ き 4 0 円

共 用 給 水 装 置

1戸につ き6 I沼以下

(基本水量)300 円

基本 水量 を こえる水量 1 n{につ き 50 円

】 時 . 用 l nfにつ き360 円

i
私 設 消 火 せ ん

口径50m皿未満 20分以内 1 個 1 回につ き 300円.
口.径50mm 以上20分以内 1 個 1 回につ き 600円

連合専 用給 水装置 1戸 につ き一般用の料金を適用

(注)　料金は、上記料金表の基本料金と従量料金との合計額に、 100分の103を乗じて得た額
(1円未満の端数は、切り捨て)とする

(2)共同住宅の料金

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住宅を

いう。

共同住宅で、各戸に局で定めたメーターが取付られている場

合は、各戸毎のメータ-口径に応じた「一般用」の料金を適

」Era

共同住宅で、各戸にメーターが取付られていない場合は、上

表の「一般用口径20mm」の料金を適用する。 (ただし各戸均等

使用とみなす.)
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メ - ク ー 口 径 s m

n ull 円

1 3 6 0 , 0 0 0

2 0 1 2 0 , 0 0 0

2 5 1 8 0 ′0 0 0

4 0 6 0 0 , 0 0 0

5 0 1 , 2 0 0 :0 0 0

7 5 3 , 0 0 0 ′0 0 0

1 0 0 6 ′0 0 0 , 0 0 0

1 5 0 1 2 ′0 0 0 ′0 0 0

(荏)加入金は上記の基準額に100
分の103を乗じて得た額とする
増径工事の場合は現在の口径と

新口径の差塀に、 100分の103を乗
じて得た額とする



( 4)料金収納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(各年度末現在)

+ 調 定 額 nx 蝣 k - ' m 収 納 率

件 数 & as 件 数 & m 件 数 A , *57VT. OR

61
件 円 件 円 % %

2,199,396 8,156′559,243 1,985′856 7,414,767,231 90.29 90.91

62 2′239,450 8,271,763,531 2,021′467 7,518,948,482 90.27 90.90

63 2,285′615 8 ,540,912,664 2,062′358 7′769,894,971 90.23 90.97

P 元 2,331,138 8′870,577′446 2,102,238 8,059′025,355 90.18 90.85

2 2′387,488 9,263,427,066 2,154′037 8,438,381,103 90.22 91.09

4　経　営　状　況

(1 )収益的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
6 1 6 2 6 3 元 2

総 収 .益 9 ′10 3 ,6 3 1 ,4 0 3 9 ,2 77 ,30 2 ,8 79 9 , 7 58 ,8 4 4 , 7 98 9 ,9 3 0 ,6 2 6 ,8 1 2 1 0 ,5 5 4 , 10 9 ,8 8 1

料 金 収 入 8 , 15 6 ,5 5 9 ,2 4 3 8 ,2 7 1 ,76 3 ,5 3 1 8 , 5 4 0 ,9 1 2 , 6 6 4 8 ′6 6 0 ,0 3 1 ,4 4 0 8 ,9 9 3 ′6 1 8 ,5 1 6

そ の 他 収 入 9 4 7 , 07 2 ,16 0 1 ,0 0 5 ,5 3 9 ,3 48 1 ,2 1 7 ,9 3 2 ′1 3 4 ・1 ,2 7 0 ,5 9 5 ,3 7 2 1 ,5 6 0 ,4 9 1 ,3 6 5

総 費 用 8 ,7 7 3 , 96 7 ,1 9 0 9 ,3 0 5 ,2 7 5 ,4 7 0 9 ,1 7 6 ,8 5 5 ,5 6 7 9 ,7 7 8 ,7 7 8 ,1 1 1 10 ,7 3 8 , 5 6 2 ,5 4 5

職 員 給 与 費 2 ,15 8 , 4 5 9 ,7 0 3 2 ,4 6 6 ,4 2 4 ′0 4 1 2 ,1 0 0 ,9 3 1 ′15 7 2 ,2 0 0 ,1 0 4 ,3 8 3 ′2 ′4 7 6 , 0 2 5 ,6 0 4

電 力 費 7 7 4 , 2 28 ,3 5 6 7 1 5 ,9 5 1 ,6 1 3 6 7 6 ,1 6 2 ,5 19 6 5 3 ,5 5 3 ,8 2 6 6 6 4 , 4 5 0 ,0 6 2

物 件 費 1 2 2 ,08 3 ,7 8 5 1 1 2 ,0 9 9 ′5 6 6 1 2 2 ,4 3 7 ,5 0 5 1 3 8 ′0 0 8 ,5 8 7 17 3 ′0 0 3 ′3 1 6

減 価 償 却 費 1 ,5 2 0 ′2 4 9 ,3 5 4 1 ,5 9 0 ,5 9 0 ′6 1 2 1 ,6 8 8 ,2 13 ,8 8 2 1 ,8 5 8 ,7 7 6 ,5 6 1 1 ,9 56 , 4 9 8 ′5 0 6

支 払 利 息 2 ,7 7 1 ′3 4 1 ,0 2 4 2 ,8 8 1 ,9 5 1 ,6 9 4 2 ,9 8 0 ⊥4 8 0 ′0 2 8 3 ,0 42 , 15 3 ′3 7 0 3 , 18 8 , 0 6 2 ,9 5 8

そ の 他 1 ′4 2 7 ,6 0 4 ,9 6 8 1 ,5 3 8 ,2 5 7 ,9 4 4 1 ′6 0 8 ,6 3 0 ,4 7 6 1′ 3 , 18 1 ,3 8 4 2 ,2 8 0 ,5 2 2 ,0 9 9

単 年 度 損 益 3 2 9 ,6 6 4 ,2 1 3 △ 2 7 ,9 7 2 ′5 9 1 5 8 1 ′9 8 9 ,2 3 1 1 5 1′8 4 8 ,7 0 1 △ 18 4 ,4 5 2 ,6 6 4

(注)元・ 2年度は、消費税相当分を除いて算出

(2)資本的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
6 1 6 2 6 3 、＼ 、元 2

資 本 的 収 入 3 ,18 1 ,8 6 5 , 1 3 3 3 ,1 4 1 ,78 9 ,1 69 2 , 9 1 3 ,6 7 1 ,6 3 1 2 ,5 2 6 ,5 7 7 ,1 9 4 2 ,9 3 0 ,5 1 1 ,5 48

企 業 債 2 ,7 2 8 , 0 0 0 , 0 0 0 2 ′6 4 0 ,0 0 0 ,0 00 2 ,4 1 0 ,0 0 0 ,0 0 0 2 ,1 3 0 ,0 0 0 ,0 0 0 2 ,4 3 0 , 1 0 0 ,0 0 0

そ の . 他 収 入 4 5 3 ,8 6 5 ′1 3 3 5 0 1 ,78 9 ′1 6 9 5 0 3 ,6 7 1 ,6 3 1 3 9 6 ,5 7 7 ′1 9 4 5 0 0 , 4 1 1 ,5 4 8

資 本 的 支 出 4 ,5 3 3 ,4 3 7 ,3 9 6 5 ,0 4 6 ,9 5 2 ,1 1 0 5 ,4 2 8 ,9 4 2 ,3 6 5 4 ,5 2 6 ,1 9 6 ′7 7 9 5 ,7 9 5 , 5 6 7 ,9 2 9

. 建 設 改 .良 費 4 ′1 4 2 ,4 1 0 ,3 8 6 4 ,5 3 6 ,8 3 7 , 13 1 4 ,7 8 9 ,9 9 6 ′9 5 8 3 ,7 3 9 ,2 8 8 ,9 1 3 4 ,8 8 0 , 0 2 9 ,1 4 0

企 業 債 償 還 金 3 9 1 ′0 2 7 ,0 1 0 5 10 , 11 4 ,9 7 9 6 3 8 ,9 4 5 ′4 0 7 7 8 6 ,9 0 7 ,8 6 6 9 15 , 5 3 8 ,7 8 9

資 本 的 収 支 不 足 額 1 ,3 5 1 ,5 7 2 ,2 6 3 1 ′9 0 5 , 16 2 ,9 4 1 2 ,5 1 5 ,2 7 0 ,7 3 4 1 ,9 9 9 ,6 19 ,5 8 5 2 ′8 65 ,0 5 6 ′3 8 1

(注)元・ 2年度は、消費税相当分を除いて算出
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(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円/d)

年度

事項
56 57 58 59 60 6 1 62 63 元 2

供 給 単 価 86 .36 86 .01 8 6 .05 126 .74 12 5 .94 125 .31 125 .09 125 .07 124 .94 125 .39

給 水 原 価 94 .31 109 .ll 113 .37 1 27 .26 129 .77 13 1 .20 137 .59 131 .55 136 .73 144 .28

姐 益 △ 7.95 △23 .10 △27.32 △ 0こ52 △ 3 .83 △ 5.89 △ 12 .50 △ 6 .48 △11.79 △18 .89

(注)元・ 2年度は、消費税相当分を除いて算出

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平3.4.1現在)

職種 別
性別

特 別 職 事 務 職 技 術 醜 検 針 そ の 他 計

男 1 162 181 17 4 365

女 0 26 1 0 0 27

計 1 188 182 17 4 . 392

(2)職種別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平3.4月分)

職 種 別

事 項
特 別 職 事 務 職 技術 職 秩 . 針 . そ の 他 全 . 体 .

基 本 給 (円) 627 ,000 276 ,405 311 ,547 226 ,718 433 ,150 292 ,2 06

特 殊 勤 務 手 当 (円) 0 ll ,408 ll ,532 13 ,690 11′000 11′5 61

超 過 勤 務 .手 当 (円) 0 16 ,972 33 ,250 9 ,745 49 ,055 24 ,5 63

そ の 他 の 手 当 (.円) 0 17 ,055 17 ,453 ll ,887 14′17 5 16,986

合 計 (円) 627 ,000 321 ,840 373 ,782 262 ,040 507,38 0 345 ,3 16

年 齢 (読) 58歳 6月 37 -1 4 0-2 31 -7 57 -5 38 -6

勤 続 年 数 (午 ) 0年 5月 15 -1 18 -5 10 -5 33 -10 16 -7

(荏)　全体欄は特別職を除く
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6　施　　　　設

(1)水道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平3.4.1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 ′ 容

井 戸 湧

汰

.+;

浅 潔 取 水 送 水 配 水

求

源

也

く烏巨木地 区〉
ノ＼ 景 水 谷 二大14 . 3

く32 0 ,0 0 0〉Id / 日

22 .3 0 0
本

2
本

2
カ
所

1

llL、.コ
2

..ら
rコ

6

台

竺 本 葉 昭 25 . 1 2
2 7 . l l

8 5 .7 0 0
1 6 ′70 0 1

l l
3

4
3

4
3

6

丹 蓋 30 . 7 ′90 0 1 3 4 3

3
4

4

.
≠或 山 38 . 7 .4 0 0 4 4

.…
託 摩 45 . 1 1移 管 12 ′00 0 6 6 3

31山 室 50 . 5 ,2 0 0 2 蝣t

m -h
庄 口

SI .
5 8 . 3

7 ,8 0 0
4 7 ,6 0 0

3
8

3
8

3

4秋 田 平 2 . 3 1 0 ,0 0 0 2 2

く∃ヒ部地 区 〉
酉 梶 尾 昭 44 .

く9 ,1 6 0〉
2 ,2 9 0 3 3 2

改 寄 47 . 2 1 ,28 2 2 蝣o 2

4
1

鶴 羽 田 57 . 8 1 ,4 6 6 1 1
飛 日∃ 59 . 2 ,7 4 8 2 2 2

梶 尾
く河 内地 区 〉

川 床

61 .

昭 31

く3 ,4 9 2〉

1′039

1

1

1

1

2

5

芳 野 第 1
芳 野 第 2
芳 野 第 3

38
3 8
3 8

3 1 0
1
1
1

白 浜 42 2 6 4
船 津 45 2 5 5 1 1
塩 屋 45 1 7 9 1 1
連 山 黒 雲 48

4 8
1 ,4 0 0

4 5
1
1

1
1

く飽 田地 区 〉
飽 田 日召5 1. 2

く4 ′200〉
4 ,2 0 0 2 2

く天 明地 区 >
天 明 昭 49 . 3

く3 ,5 0 0〉
3 .5 0 0 3 3 4

慧

サ
戸 島 ロ召60 . 6 2 ,0 0 0 n { ボ ン 7 30 0 n i / 時 4 台

配

求

立 田 L山 大 14 . 2 2 ′50 0 rri R C コこ/ ク リー ト造 り 5 池

賃 吉 昭 35 ー 3 10 ,5 0 0 ′′ 4
38 . 2 ,6 3 0 P C ′′ 2

ニ営 倉 山 47 . 1 5 ,0 0 0 R C ′′ 4
健 軍 49 . 2 4′00 0 P C ′′ 2
万 日 山 5 1. 5′00 0 R C ′′ 2
沼 山 i皐 55 . 6 18 .0 0 0 P C ′′ 2

′ 2
小 山 山
川 尻

56 .
5 7 .

3′50 0
4 ,0 0 0

R C ′
P C ′′ 1秋 田 58 . 4 0 ,0 0 0 ′′ 2

高 遊 原 平 3 . 3 l l ,0 0 0 R C ′′ 2
45 3 3 0 0 ′′ 2

也
来 雷 47 . 2 6 0 ′′ 2

54 . 1 ′57 0 P C ′′ 1
梶 尾 平 元 一 1 97 . R C ′′ 2
鶴 羽 田 元 . 5 1 ′05 0 P C ′′ 1
和 泉 3 . 1 1 ′56 0 ′′ 1
飽 日∃ 日召51 7 2 0 R C ′′ 2
天 明 60 . 1 2 1 ′30 0 P C ′′ 1

力口

圧

島 崎 昭 38 . 5 2 0 0 rri ポ ン プ 10 0 n i/ 時 2 台

長 迫 39 . 4 0 0 ′′ 108

- - ′′ 75
去 覧 屠 43 . 8 5 ′′ 24 2

4 4 ー 3 2 3 ′′ 13 .2
つ つ じ ヶ 丘 44 ー10 6 4 ′′ 21 1
本 妙 寺 第 1 47 . 1 2 M O ′′ 7 5 2

二本 妙 寺 第 2 50 . 5 0 ′′ 25 .2

票 漂 53 . 6 9 ′′ 2 .4
5 4 . 65 0 ′′ 60

配
辛 55 . 48 ′′ 4 .5

徳 ∃‥ 56 . - .・.. ′′ 60 2

汰

ポ

V

花 岡 山
蕃 山

56 .
2 7 .

3 0
2 9 0

′′ 15 2

′′ 33 1

′′ 90 1

2 7 9 0
尾 跡 第 1 27 4 9 .6

2 8 1 0 0
勇 跡 第 品 38

3 8
2 0
7 0

7 ,

施

野 出 38 9 2 ′′ 15 、 2

′′ 31 .2

4 0 4 7
醤 栗 41

4 1
1 0 0
2 0

Sft 船 津 45 3 3 0
大 将 第 1
大 将 第 2

45 4 9
4 7 6 1 ′′ 10 2

横 山 48 5 5 ′′ 6 .6

黒 石 48 2 5 ′′ 1 .8 7
歓 53 1 4 4 ′′ 15 2

= ノ 岳 56 5 0 .8 3 ′′ 0 .7 5
大 多 尾 56 1 3 5 .8 ′′ 7 .8
東 門 寺 56 4 4 ー66

(注)　施設能力欄中　水源地一一取水最大能力　送水場・配水池一一容量　加圧配水ポンプ施設=-・配水池容量を示す
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(2)局　舎

所　在　地

敷地面積

建物面額

着　　　工

竣　　　工

構　　　造

総　工　費

(3)管理センター

所　在　地

竣　　　工

目　　　的

設備概要

(4)水質検査室

所　在　地

竣　　　　工

水質分析機器

水前寺6丁目2番45号

9,344nf

(本　館)

S3, 480ni

昭和37年12月28日

昭和38年12月20日

鉄筋コソクリート、地下1階、

地上3階、塔屋1階

190,621千円

(別　館)

M3, 359nf

昭和56年4月28日

昭和57年5月12日

鉄筋コソクリート

地下1階、地上3階

626, 667千円

水前寺6丁目2番45号(局舎別館3階)

昭和58年7月

健軍水源地をはじめとする市内全域の送配水施設の情報処理及び遠隔監視制御をコンピュー

タによる集中的な一元管理によって、水の安定供給と水道施設の経済的運用を図る。

ア　憤報処理設備

中央処理装置

入出力タイプライター

磁気テ-プ装置

CRTディスプレイ装置

カラー--ドコピー装置

式
　
台
　
台
　
台
　
台

C

M

 

C

O

　

　

・

<

#

　

　

C

O

 

C

M

イ　遠隔監視制御設備

水源地系遠隔監視制御装置(親局・子局)

加圧ポンプ所系　　　　　〝

路上局系

グラフィックパネル

バックアップ操作卓

ウ　気象観測設備

工　自家用発電設備及び無停電電源設備

水前寺6丁目2番45号(局舎別館1階)

昭和57年5月

ガスクロマT・グラフィ-

原子吸光分光光度計

分光光度計

イオンクロマトグラフィー

イオンアナライザー

高速液体クロマトグラフィー

放射線測定装置

ガスクロマトグラフ質量分析計
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年度別水質検査検体数

年度

区分
61 62 63 元 2

原 水 127 134 130 157 196

浄 水 144 144 144 133 160

総 水 栓 水 76 76 276 276 294

有機塩素化合物 169 271 226 298 275

依 頼 給 水 栓 水 73 86 96 127 152

そ の 他 27 33 52 132

合 計 589 738 905 1,043 1,209

(5)水の科学館

目　的

本市上水道は、阿蘇西麓に酒養された豊富で清列な地下水を水源として、大正13年11月に八景水谷水源地か

らの通水以来、今日まで絶えることなく供給し哉けてきたが、豊富な地下水も限りがある。

近年、地下水の質・量への市民の関心が高まるなか、更に上水道や地下水に対する市民の理解を深め、水の

有効利用や節水への再認識を図りながら、 21世紀を担う鬼童生徒の学習の場としても活用し、地下水の保全あ

るいは自然環境保護に努め全国に誇れる水道水を次世代に継承する0

建設概要

所　在　地

建築面積

延床面帝

構　　　造

着　　　工

竣　　　工

開　　　館

総　工　費

施設内容

展　示　物

利用状況

八景水谷1丁目1番1号(八景水谷公園内)

約2,414ni

約1,245it!

鉄筋コソクリート造・平家建

平成2年1月

平成2年9月

平成2年10月27日

約560,000千円

レクチャ-ホール、常設展示室、図書・AVコーナー等

給水のしくみ、水需要の状況、水の遊具等

区分

年 度
入館者数 (大人 ) 入館者数 (小人 ) If

2

人 人 人

27 ,876 24 ,980 52 ′856
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